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2013年3月期第3四半期（累計） 業績ハイライト
（単位：百万円）

日本経済は海外経済の減速に伴う影響を受けたものの、震災復興需要等により緩やかに持ち直す動きが見られ
た。さらに2012年11月からは政権交代に伴う経済対策を見越した円安・株高が進む等、景気回復への期待感が
高まる状況にあった。

 ITHDグループの事業環境は、海外経済の影響を受ける製造業等の一部の顧客では景気の先行きを懸念して投 ITHDグル プの事業環境は、海外経済の影響を受ける製造業等の 部の顧客では景気の先行きを懸念して投
資を手控える動きもあったが、顧客のIT投資を再開する動きを受け、全体としては堅調に推移した。

 ITHDグループは前年同期比増収増益決算となった。
売 上 高 ：産業ＩＴサービスが牽引したほか金融ＩＴサービスも緩やかに回復し、前年同期比増収（＋4.7％）。
営業利益：増収効果や生産性向上等に加え 前期に実施したオフィス移転・集約効果や子会社間の合併に伴う

＜売上高＞
前年同期比：＋10 516百万円（＋4 7％）

＜営業利益＞
前年同期比：＋2 937百万円（＋61 1％）

＜四半期純利益＞
前年同期比：＋6 400百万円

営業利益：増収効果や生産性向上等に加え、前期に実施したオフィス移転 集約効果や子会社間の合併に伴う
施策の効果の発現により、大幅に改善（前年同期比＋61.1％）。

前年同期比：＋10,516百万円（＋4.7％） 前年同期比：＋2,937百万円（＋61.1％） 前年同期比：＋6,400百万円

（実績）
（実績）

（実績）

（実績）
225,596 236,112

7,741
2,671

2012年3月期

第3四半期（累計）

2013年3月期

第3四半期（累計）
（実績）

4,804

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期

（実績）

▲3 729
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2012年3月期

第3四半期（累計）

2013年3月期

第3四半期（累計）

2012年3月期

第3四半期（累計）

2013年3月期

第3四半期（累計）
▲3,729



2013年3月期第3四半期（累計） 売上高・営業利益増減分析

売 高

（単位：億円）

＜売上高＞

2,255.9

2,361.1

ＩＴｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ 金融ＩＴｻｰﾋﾞｽ 産業ＩＴｻｰﾋﾞｽ
その他
＋8 5

内部消去
調整額

＋105.1
（＋4.7％）

ＩＴｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬ
ｻｰﾋﾞｽ
＋5.0

（813.7→818.7）

金融ＩＴｻ ﾋ ｽ
＋26.6

（468.0→494.6）

＋61.0
（996.8→1,057.8）

＋8.5
（114.4→122.9）

調整額
＋4.1

（▲136.8→▲132.7）

2012年3月期
第3四半期（累計）

2013年3月期
第3四半期（累計）

＜営業利益＞

第3四半期（累計） 第3四半期（累計）

77.4

その他

48.0
産業ＩＴｻｰﾋﾞｽ

＋21.8
（▲16 8 5 0）

その他
▲0.5

（16.5→16.0）

内部消去
調整額
▲1.2

（▲13.0→▲14.2）

＋29.3
（＋61.1％）

ＩＴｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ
ｻｰﾋﾞｽ
▲9.8

（54.7→44.8）

金融ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋19.1

（6.7→25.8）

（▲16.8→5.0）
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2012年3月期
第3四半期（累計）

2013年3月期
第3四半期（累計）



2013年3月期第3四半期（累計） 主要セグメント別損益状況
（単位：百万円）

ITｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰｻｰﾋﾞｽ 金融ITｻｰﾋﾞｽ 産業ITｻｰﾋﾞｽ
＜売上高＞
前年同期比：＋500百万円（＋0.6％）

「GDC御殿山」等の次世代データセンター事業

＜売上高＞
前年同期比：＋2,660百万円（＋5.7％）

一部のクレジットカード会社におけるIT投資再

＜売上高＞
前年同期比：＋6,096百万円（＋6.1％）

製造業大手顧客向け大型開発案件が牽引し、御殿山」等の次世代デ タ ンタ 事業
に対する需要増等から安定的に推移。

部のクレジットカ ド会社における 投資再
開の動きが牽引し、増収。

製造業大手顧客向け大型開発案件が牽引し、
大幅増収。

（実績） （実績） （実績） （実績） （実績） （実績）
81,365 81,865 46,797 49,457 99,680 105,776

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期2012年3月期

第3四半期（累計）

2013年3月期

第3四半期（累計）

2012年3月期

第3四半期（累計）

2013年3月期

第3四半期（累計）

年 月期

第3四半期（累計）

年 月期

第3四半期（累計）

＜営業利益＞
前年同期比：▲986百万円（▲18.0％）

需要増加に対応した先行投資費用や電力料

＜営業利益＞
前年同期比：＋1,915百万円（＋288.0％）

増収効果やコスト削減効果等により、大幅に

＜営業利益＞
前年同期比：＋2,185百万円

増収効果や不採算案件の抑制等により、利益需要増加に対応した先行投資費用や電力料
値上げの影響等から前年同期を下回った。

増収効果やコスト削減効果等により、大幅に
増益。

増収効果や不採算案件の抑制等により、利益
水準が改善し、黒字化。

（実績）

（実績）
（実績）

（実績）

5,469
4,483

2,580 5072012年3月期
第3四半期（累計）

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期

（実績）

（実績）

（実績）

665
2013年3月期

第3四半期（累計）
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各セグメントの売上高はセグメント間の売上高を含んだ数値です。

第3四半期（累計） 第3四半期（累計） 第3四半期（累計） 第3四半期（累計） ▲1,678



2013年3月期第3四半期（累計） 受注状況
（単位：百万円）

＜2012年3月期第3四半期（累計）＞ ＜2013年3月期第3四半期（累計）＞

受注高は産業分野の伸び悩みにより前年同期をやや下回るが、期末受注残は前年同期を上回る水準を確保。

当期受注高
130 270

当期売上高
110,967

当期受注高
128,181

当期売上高
115,990

130,270

期首受注残
期末受注残

67 270
期首受注残

57 778

期末受注残
69 969期首受注残

47,967
67,270 57,778 69,969

＜当期受注高＞ ＜期末受注残＞
▲2,089百万円（▲1.6％）

69 969
＋2,699百万円（＋4.0％）

86,695 84,248 43,804 43,668

▲2,089百万円（▲1.6％）

【内訳】
・産業ITｻｰﾋﾞｽ
▲2,447百万円（▲2.8％）

・金融ITｻｰﾋﾞｽ

130,270 128,181 67,270 69,969
, 百万円（ ％）

【内訳】
・産業ITｻｰﾋﾞｽ
▲136百万円（▲0.3％）

・金融ITｻｰﾋﾞｽ
2 835百万円（ 12 1％）

43,574 43,933

2012年3月期 2013年3月期

産業ITｻｰﾋﾞｽ

金融ITｻｰﾋﾞｽ

23,466 26,301

2012年3月期 2013年3月期

産業ITｻｰﾋﾞｽ

金融ITｻｰﾋﾞｽ

＋359百万円（＋0.8％） ＋2,835百万円（＋12.1％）
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当期受注高・当期末受注残・当期売上高は「ソフトウェア開発」に係るもののみ。

2012年3月期

第3四半期累計

2013年3月期

第3四半期累計

年 月期

第3四半期末

年 月期

第3四半期末



受注状況（四半期別推移）
（単位：百万円）

＜受注高＞

38 519 40 033 39 004
44,730 44,918 44,270

41 082
44,410

49,466
44,767

前年同期比
▲7,134百万円（▲17.4％）

【内訳】
・産業ITｻｰﾋﾞｽ
▲3 587百 （▲14 0％）

25,376 26,934 23,796
25,483 28,559

32,472 25,665
24,868 33,107

29,061

22,078 産業ITｻｰﾋﾞｽ

金融ITｻ ﾋﾞｽ

38,519 40,033 39,004 41,082 ▲3,587百万円（▲14.0％）
・金融ITｻｰﾋﾞｽ
▲3,548百万円（▲23.0％）

33,948

13,143 13,099 15,208 19,247 16,359 11,798 15,417 19,543 16,358 15,705 11,869

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期

金融ITｻｰﾋ ｽ

＜期末受注残＞

67 270
72,940

69,385

前年同期比
＋2,699百万円（＋4.0％）

【内訳】69,969

31,806
32,017

35,950
29 738

39,092 39,665
43,804

33,325

44,043 41,996 43,668

57,028
51,571

57,898

47,967

61,830 60,589
67,270

57,778

69,385 【内訳】
・産業ITｻｰﾋﾞｽ
＋▲136百万円（▲0.3％）

・金融ITｻｰﾋﾞｽ
＋2,835百万円（＋12.1％）

69,969

25,222 19,553 21,948 18,229 22,738 20,924 23,466 24,453 28,896 27,389 26,301

29,738

第1四半期末第2四半期末第3四半期末第4四半期末第1四半期末第2四半期末第3四半期末第4四半期末第1四半期末第2四半期末第3四半期末第4四半期末

産業ITｻｰﾋﾞｽ

金融ITｻｰﾋﾞｽ
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当期受注高・当期末受注残・当期売上高は「ソフトウェア開発」に係るもののみ。

2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期



2013年3月期第3四半期（累計） 業績概要
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2013年3月期通期 業績予想ハイライト
（単位：百万円）

当第3四半期連結累計期間の業績は概ね計画に沿って進捗しているため、現時点では業績予想を変更せず。

売 上 高 ：製造業の大手顧客向け大型開発案件、カードの持ち直しもあるが、製造業を中心とした産業分野に
おいて先行き不透明な景気動向等の影響を懸念。

営業利益：増収効果のほか 前期に実施したオフィス移転・集約の効果や子会社合併に伴う施策の効果が発現営業利益：増収効果のほか、前期に実施したオフィス移転 集約の効果や子会社合併に伴う施策の効果が発現
等がある一方、先行投資や電力料値上げの影響等を考慮した水準。

 1株当たり配当金予想 年間21円（前期比＋3円。中間7円、期末14円）の変更なし。連結配当性向は30.7％の見
込み。

＜売上高＞
前期比：＋12,583百万円（＋3.8％）

＜営業利益＞
前期比：＋1,879百万円（＋12.0％）

＜当期純利益＞
前期比：＋3,865百万円（＋181.0％）前期比：＋12,583百万円（＋3.8％） 前期比：＋1,879百万円（＋12.0％） 前期比：＋3,865百万円（＋181.0％）

（実績）

327,417 340,000

（計画）
15,621

17,500

（計画）

6,000

（計画）
（実績）

（計画）
（実績）

2 135

（実績）

2,135
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2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期



2013年3月期通期 売上高・営業利益増減分析
（単位：億円）

2013年3月期連結業績予想の変更はありません。

＜売上高＞

3,274.1

3,400.0

ＩＴｲ ﾗｽﾄﾗｸﾁ 金融ＩＴｻｰﾋﾞｽ 産業ＩＴｻｰﾋﾞｽ
その他
▲4 3

内部消去
（計画）

＋125.8
（＋7.0％）

ＩＴｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ
ｻｰﾋﾞｽ
＋22.5

（1,113.5→1,136.0）

金融ＩＴｻ ﾋ ｽ
＋9.1

（700.9→710.0）

産業 ｻ
＋79.4

（1,494.6→1,574.0）

▲4.3
（162.3→158.0）

調整額
＋19.4

（▲197.4→▲178.0）

2012年3月期 2013年3月期

＜営業利益＞

156 2
175.0

＋18 7156.2

ＩＴｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ
ｻｰﾋﾞｽ
▲8.4

金融ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋5.7

（45.3→51.0）

産業ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋20.5

（26.5→47.0）

その他
▲3.7

（22.7→19.0）

内部消去
調整額
＋4.9

（▲18.9→▲14.0）

（計画）
＋18.7
（＋12.0％）

（80.4→72.0）

（ ）
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2012年3月期 2013年3月期



2013年3月期通期 主要セグメント別損益状況予想
（単位：百万円）

2013年3月期連結業績予想の変更はありません。

金融ITｻｰﾋﾞｽITｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰｻｰﾋﾞｽ 産業ITｻｰﾋﾞｽ
＜売上高＞
前期比：＋2,242百万円（＋2.0％）

BCP・DR需要等に伴うGDC御殿山の稼働向上に

＜売上高＞
前期比：＋901百万円（＋1.3％）

カードの持ち直し等により増収を見込む。

＜売上高＞
前期比：＋7,934百万円（＋5.3％）

主要顧客向け大型案件の拡大が寄与するほか、BCP DR需要等に伴うGDC御殿山の稼働向上に
より増収を見込む。

カ ドの持ち直し等により増収を見込む。 主要顧客向け大型案件の拡大が寄与するほか、
産業分野の拡大継続により増収を見込む。

（計画）（実績） （計画）（実績）（計画）（実績）

111,358 113,600 157,400149,46671,00070,099

（実績）（計画）（実績）

2012年3月期 2013年3月期

＜営業利益＞
前期比：▲849百万円（▲10.5％）

GDC御殿山が稼働向上により改善するが 電力

＜営業利益＞
前期比：＋566百万円（＋12.5％）

カードの持ち直しに伴う稼働率向上等により増

＜営業利益＞
前期比：＋2,042百万円（＋76.8％）

増収効果等により 増益を見込む

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期

GDC御殿山が稼働向上により改善するが、電力
料値上げの影響により、減益を見込む。

カードの持ち直しに伴う稼働率向上等により増
益を見込む。

増収効果等により、増益を見込む。

（計画）
（実績）

（計画）
（計画）

（実績）

4,700

2 658

5,100
4,5347,200

8,049

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期

（計画）
（実績）

（実績）

（実績） 2,658

Copyright © 2013 IT Holdings Corporation 10

各セグメントの売上高はセグメント間の売上高を含んだ数値です。

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期



2013年3月期第3四半期（累計） 業績概要

2013年3月期通期 業績見通し
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2013年3月期 ITHDグループ経営方針

第2次中期経営計画
基本コンセプト

2013年3月期
ITHDグループ経営方針

「第2次中期経営計画 基本コンセプト」・「2013年3月期 ITHDグループ経営方針」・「目指す事業ドメイン」

＜目指す事業ドメイ ＞
グ 経営方針

トップライン重視トップライン重視 本格的な本格的なVV字回復の年度と位置付け、売上高拡大字回復の年度と位置付け、売上高拡大
を図るを図る

・グループフォーメーションの進化（コア事業、成
体 構築

差別化サービス
で市場創造

海外市場で
独自ポジションを

＜目指す事業ドメイン＞

長分野に注力できる体制構築）
・顧客基盤の再構築、成長企業/成長分野への取
組みを強化

・営業の改革を図る

で市場創造 独自ポジションを
確保する

as One Companyas One Company グループ全体最適に向け、一体感を醸成するグループ全体最適に向け、一体感を醸成する

・コーポレート機能の整理集約
・先行投資を可能にする強靭な財務基盤の確立
商品ブランド コ ポレ トブランドの強化

サービス
事業

海外
事業

・商品ブランド・コーポレートブランドの強化
・次期グループ経営管理システムの構築
・ＩTHDカレッジの活動開始

進取果敢進取果敢 事業面の変革を行う事業面の変革を行う

既存SI事業

既存事業で
サービス化・グローバル化へ踏み出すサービス化・グローバル化へ踏み出す

・市場起点サービス展開のためのマーケティング
機能を強化

・ASEANを中心にグローバル化を加速

既存事業で
勝ち残る

Copyright © 2013 IT Holdings Corporation 12

ASEANを中心にグロ バル化を加速
・投資委員会の設置



2013年3月期第3四半期 グループフォーメーション再編の進捗状況

トップライン重視

as One Company

第2次中期経営計画
基本コンセプト

TIS：グループフォーメーション再編とブランド統一による成長戦略の推進
事業ポートフォリオの拡充と機能集約によって顧客のITライフサイクル全般に幅広く対応できる体
制を強化するとともに、グループのブランドと一体感を強化。

as One Company

進取果敢
AJS：放射線部門システム事業のグループ外への譲渡決定

TISグループの成長戦略推進体制
＜コア事業への集中、ビジネスモデル毎の集約を推進＞

2010年3月末 55社 2012年12月末 44社（▲11社）TISグループの成長戦略推進体制

ITホールディングス

TIS

TISビジネス
コンサルタンツ

経営コンサル
ティング

ITコンサルティング

2010年3月末：55社 → 2012年12月末：44社（▲11社）

超
上
流
か

TIS ｲﾝﾃｯｸ
ｿﾗﾝ、ﾕｰﾌｨｯﾄと合併

（2011年4月）
子会社2社を合併

（2011年4月）

ｲﾝﾃｯｸ子会社へ変更

TIS

TISソリューション
リンク

TIS子会社へ変更

システムインテグ
レーション

顧客常駐型
オンサイト

ｵﾝｻｲﾄｻｰﾋﾞｽ事業を

か
ら
全
領
域
を
カ

TISﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

TISｼｽﾃﾑ

ｱｲ･ﾕｰ･ｹｲ

TISｿﾘｭｰ ｽｶｲ ｲﾝﾃｯｸ

ｲﾝﾃｯｸ子会社へ変更
（2012年10月）TISシステム

サービス

ソラン北海道
ソラン東北

（2013年1月）

放射線部門システム事業

システム
運用

TIS北海道
TIS東北

移管・集約
・開発系業務（2012年10月）
・運用系業務（2011年10月）

カ
バ
ー

ブ

アグレックス クオリカ

TISｼｽﾃﾑ
ｻｰﾋﾞｽ

TISｿﾘｭ
ｼｮﾝﾘﾝｸ

その他会社群

ｶｲ
ｲﾝﾃｯｸ

ｲ ﾃｯｸ
ｱﾒﾆﾃｨ

AJS

合併
（2013年1月）

ソラン西日本
ﾌｧｰｽﾄﾏﾈｰｼﾞ
天津索浪
数字軟件技術

北京索浪
計算機

放射線部門システム事業
をグループ外へ譲渡
（2013年4月予定）

TIS西日本
TISﾌｧｰｽﾄﾏﾈｰｼﾞ
天津堤愛斯
数字科技

北京堤愛斯
信息科技

ｼｽﾃﾑｻﾎﾟｰﾄと合併
（2012年4月）

ブ
ラ
ン
ド
統
一
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アグレックス クオリカその他会社群 AJS

子会社を合併
（2011年10月）

合併・譲渡等により3社
減少（当期）

計算機 信息科技

社名変更は2013年3月・4月に実施予定。



2013年3月期第3四半期 グループ経営の基本施策とビジネステーマの進捗状況

①グループフォーメーションの進化①グループフォーメーションの進化
・コア事業、成長分野に注力できる体制構築
→グループフォーメーション再編を順次実施/検討中。トップライン重視

as One Company

第2次中期経営計画
基本コンセプト

②“グループ共通の精神”の醸成②“グループ共通の精神”の醸成
・ITHDカレッジの創設
→「as One Company」に向けた一体感醸成プログラム「IT Holdings Group College」を開始。

③先行投資を 能 する強靭な財務基盤 確立③先行投資を 能 する強靭な財務基盤 確立

as One Company

進取果敢

③先行投資を可能にする強靭な財務基盤の確立③先行投資を可能にする強靭な財務基盤の確立
・連結納税
→連結納税制度検討プロジェクトを開始。中間報告を実施（2012年9月） 。

・CMS一体運用
→CMS一体運用検討プロジェクトを開始。

④コーポレート機能の整理集約④コーポレート機能の整理集約
・シェアード業務の範囲拡大と質的向上

グル プ再編に伴う諸制度統合に向けて業務 システム集約を推進中→グループ再編に伴う諸制度統合に向けて業務・システム集約を推進中。
→グループBCP策定、災害対策備蓄品の共同調達等を実施中。

⑤商品ブランド・コーポレートブランドの強化⑤商品ブランド・コーポレートブランドの強化
サ ビス名の統 化・サービス名の統一化
→グループ社内外の有識者へのヒヤリング等を踏まえ、ブランド委員会で検討中。

Copyright © 2013 IT Holdings Corporation 14



2013年3月期第3四半期 ITHDグループトピックス

トップライン重視

as One Company

第2次中期経営計画
基本コンセプト

TIS：ビッグデータ解析プラットフォーム『C-Finder』の共同開発
企業のマーケティング活動において重要性を増すビッグデータ関連ビジネスへの取組みを推進。
10万人を超えるアクセスログデータ・1万人のアンケートデータ（株式会社オプト保有）を活用し、
多様化する消費者行動を可視化。as One Company

進取果敢

費
データベース管理からデータの高速抽出、分析、集計のアウトプットまでを一元管理するビッグデータ解析プラッ
トフォームの開発・販売・導入サポートの共同実施について株式会社オプト及び株式会社数理システムと合意。

＜C-Finderイメージ＞ データ解析における工程を一元管理 ＜C-Finderが可視化可能な消費者行動のイメージ＞

TISがシステム
構築及び運用

を担当

パ ビ グデ本事例で「2012下半期 AWSパートナーアワード（ビッグデータ部門）」を受賞。

「C-Finder」の基盤にアマゾン ウェブ サービス（AWS）を有効活用し、短期間、低コストでの大規
模データの解析基盤構築を実現。本事例における、クラウドならでのアジリティとビッグデータ解
析基盤としての先進的なソリューション提供が高く評価され、アマゾン データ サービス ジャパン
株式会社により アマゾン ウ ブ サ ビス (AWS) のパ トナ に贈られる「2012下半期 AWS
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株式会社により、アマゾン ウェブ サービス (AWS) のパートナーに贈られる「2012下半期 AWS
パートナーアワード（ビッグデータ部門）」を受賞。



2013年3月期第3四半期 ITHDグループトピックス

トップライン重視

as One Company

第2次中期経営計画
基本コンセプト

インテック：ハイブリッド方式の『スマートフォン向け屋内位置推定技術』の独自開発
スマートフォンの急速な普及に伴い、拡大の見込まれるO2O（Online to Offline）関連ビジネスへの
取組みを推進。GPS衛星の電波が届かない屋内や地下空間での位置推定を高精度で実現。
スマートフォンの内蔵センサーとマイクを活用した世界初のハイブリッド方式により、高精度（誤差1メートル～数as One Company

進取果敢

蔵 用 初 高 度 誤 数
メートル）の屋内位置推定技術を独自開発（特許出願中）。屋内階層の識別も実現。
屋内位置情報と連動した新たな広告メディア基盤としての活用に向け、実証実験やイベント出展等を展開中。

＜ハイブリッド方式による屋内位置推定技術の仕組み＞ ＜屋内階層識別の仕組み＞

各階の出入り口付
近を通行する際に
位置補正信号を取
得し、そのIDから階
層情報を取得。層情報を取得。
例）ID=23
・階数：2階
・X座標：5
・Y座標：6

＜本技術の活用イメージ（例）＞

イベント キャンペ ン紹介イベント キャンペ ン紹介

＜本技術の位置付けと応用先（例）＞

・イベント、キャンペーン紹介・イベント、キャンペーン紹介
（チラシを見ていない方への情報提供）

・プッシュ型クーポン配布・プッシュ型クーポン配布
（買い物中のお客様への購入訴求）
商品検索商品検索
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・商品検索・商品検索
（売場誘導の効率化／セルフサービス化）



2013年3月期第3四半期 ITHDグループトピックス

トップライン重視

as One Company

第2次中期経営計画
基本コンセプト

クオリカ：クラウド対応生産管理システム「AToMｓQube」の「JISA Awards 2013」受賞
一般社団法人情報サービス産業協会（JISA）から受賞。「独創性が高く、国際的に通用するシステ
ム」として評価。

クオリカ：次世代オフィス「Thi Offi 」の平成24年度IT賞（フロンティア賞）」の受賞as One Company

進取果敢

クオリカ：次世代オフィス「Thin Office」の平成24年度IT賞（フロンティア賞）」の受賞
社団法人企業情報化協会（IT協会）から受賞。生産性向上に向けたIT環境の実現を評価。

【クラウド型デスクトップサービス】【クラウド対応生産管理システム】

中国等での生産拡大に伴う生産管理システムの導入・強化ニーズを見
据え、グローバル展開を念頭に置いた設計思想(多言語・クラウド対応）
で開発。主要顧客向けシステム開発で培った技術・ノウハウを織込み。
⇒日系製造業を中心に国内外56社60拠点の顧客が採用。

競争力強化のためのワークスタイル革新を目指し、最新のICT技術（仮想デスクトップ
技術・ユニファイドコミュニケーション・ゼロクライアント）を活用して次世代オフィス環境
を構築。コラボレーション、セキュリティ、BCPを強化。
⇒本ノウハウ活用のクラウド型デスクトップサービス「Thin Office VDI」を外部提供中。

特 賞を受賞 た オ オ＜表彰式の模様＞ ＜IT特別賞を受賞したクオリカのオフィス＞
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2013年3月期第3四半期 ITHDグループ プレスリリース/お知らせ一覧

発表日付 タイトル

2012/10/9 TIS、「アマゾン ウェブ サービス」を活用する「TISクラウドインテグレーション for AWS」の新メニューを拡充（TIS）

2012/10/10
TIS、初期費用不要で月額1,575円(1ID)から利用できるSaaS型リモートアクセスサービス『RemoteWorks/リモートワークス』の提供
を開始（TIS）

2012/10/15 TIS 開発者向けPaaS『eXcale』ベータ版の提供を開始（TIS）2012/10/15 TIS、開発者向けPaaS『eXcale』ベ タ版の提供を開始（TIS）

2012/10/17 TISとインフォアが中堅規模および海外展開する製造業向けの生産管理ソリューション分野で協業（TIS）

2012/10/18 インテック、より安全・簡単・便利なSaaS利用環境をサポートする統合認証サービス「EINS/IAM」の提供を開始（インテック）

2012/10/22 TIS、『アジアマルチプラットフォームサービス』を提供開始（TIS）

2012/10/25 TIS、連結会計パッケージ「Oracle HFM」をプライベートクラウドで提供（TIS）/ / 、連結会計 ッケ 」を ライ クラウ 提供（ ）

2012/10/29 TISとソフトバンクテレコム、データセンターサービスで協業（TIS）

2012/10/30 クオリカ、Windows Embedded Standard 7搭載のタブレット端末「WebLightTab」を発売（クオリカ）

2012/10/30 TISがプライベート型のクラウドサービスのインフラにイージェネラの「PAN Manager」を採用（TIS）

2012/10/31 会社分割（簡易吸収分割）による当社子会社TISへの子会社管理事業（一部）の承継に関するお知らせ

2012/10/31 インテック、関電システムソリューションズとの協業で「大阪第２DC」を開業（インテック）

2012/11/6 インテックの統合ログ管理製品「快速サーチャーLogRevi（ログレビ)」に新機能を追加（インテック）

2012/11/7 TIS、大阪市中心部に『心斎橋gDC-EX』を新設（TIS）

2012/11/21 TIS、三愛石油へSaaS型EDI 『TIS EDI Ondemand Service by ACMS』を提供（TIS）

20 2/ /22 個人投資家を対象 た投資 び景気動向 関する 0 度 「定点観測 ポ 発表（キ ポ ズ）2012/11/22 個人投資家を対象とした投資及び景気動向に関する10月度 「定点観測レポート」 発表（キーポート・ソリューションズ）

2012/11/26 GPSの届かない屋内も、スマホで誘導（インテック）

2012/11/27 クオリカの次世代オフィス「Thin Office」が平成24年度IT賞「IT特別賞(フロンティア賞)を受賞（クオリカ）

2012/11/27 子会社の商号変更に関するお知らせ（TIS）

2012/11/28 仮想化環境の監視 管理ツ ルMoonWalker Version2 4をリリ ス（クラウド スコ プ テクノロジ ズ）2012/11/28 仮想化環境の監視・管理ツールMoonWalker Version2.4をリリース（クラウド・スコープ・テクノロジーズ）

2012/12/5 ビッグデータ解析プラットフォーム『C-Finder』を共同開発（TIS）

2012/12/19 TISがBBSecの「MSS」を活用し、データセンターのセキュリティ運用管理サービスのメニューを拡張（TIS）

2012/12/26 パスの見える化ツール「Hexa」が「JP1 Certified」製品に認定（クラウド・スコープ・テクノロジーズ）
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【参考】2013年3月期第3四半期（累計） 業種別売上高

51 140

（単位：百万円）

30,189 28 095

47,262

34,040

27 156 28,358

51,140

18,510
16,650 16,214

28,095

22,314
18,490 19,465

8,402

18,365 16,977 16,088

27,156 ,

19,124 17,352

7,507

ｶｰﾄﾞ 銀行等 保険 その他金融 組立系製造 ﾌﾟﾛｾｽ系製造 流通 ｻｰﾋﾞｽ 公共 その他

2012年3月期 第3四半期（累計） 2013年3月期 第3四半期（累計）

14.4%7.3%
3.2%

＜2012年3月期第3四半期（累計）＞ ＜2013年3月期第3四半期（累計）＞

13.4%8.6%

3.7%
ｶｰﾄﾞ

銀行等

保険

7.8%

7.2%
21.7%

8.2%

7.4%
20.9%

その他金融

組立系製造

ﾌﾟﾛｾｽ系製造

流通

業種別
売上高
構成比

業種別
売上高
構成比

6.8%

11.5%
12.0%

8.1%
7.2%

12.5%9.9%

8.2%

流通

ｻｰﾋﾞｽ

公共

その他

構 構成比
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金融分野：36.2％ 産業分野：51.5％
公共分野：8.6％ その他：3.7％

金融分野：36.2％ 産業分野：53.3％
公共分野：7.3％ その他：3.2％



【参考】2013年3月期第3四半期 業績ハイライト・主要セグメント別損益
（単位：百万円）

2012年3月期

第3四半期

2013年3月期

第3四半期

＜売上高＞ ＜営業利益＞ ＜四半期純利益＞

（実績） （実績）

70,914 73,589

（実績）

121

490

（実績）
＋2,675

（＋3.8％）

2012年3月期

第3四半期

2013年3月期

第3四半期

2012年3月期

第3四半期

2013年3月期

第3四半期

（実績）

121

（実績）

▲2,260

▲348
（＋3.8％）

＋369
（＋305.0％）

＋1,912

ITｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰｻｰﾋﾞｽ 金融ITｻｰﾋﾞｽ 産業ITｻｰﾋﾞｽ

＜売上高＞ ＜売上高＞ ＜売上高＞

26,185 26,774
30 496 31,09314 564

16,162
（実績） （実績）

（実績） （実績）

30,496 31,093

（実績）
（実績）

14,564

＋589
（＋2.2％）

＋597
（＋2.0％）

＋1,598
（＋11.0％）

2012年3月期

第3四半期

2013年3月期

第3四半期

2012年3月期

第3四半期

2013年3月期

第3四半期

2012年3月期

第3四半期

2013年3月期

第3四半期

2012年3月期

第3四半期

2013年3月期

第3四半期

＜営業利益＞ ＜営業利益＞ ＜営業利益＞

2012年3月期（実績）

1,829

509

2012年3月期 2013年3月期

第3四半期 第3四半期2012年3月期
第3四半期

2013年3月期
第3四半期

（実績）

（実績）

1,111

（実績）
（実績）

（実績）

（実績）

▲554

509

▲718
（▲39.3％）

＋1,063
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2012年3月期

第3四半期

2013年3月期

第3四半期

各セグメントの売上高はセグメント間の売上高を含んだ数値です。

▲1,300 ▲1,243＋57



（ご注意事項）
・本資料ではITホールディングスを略称名（ITHD）にて記載しています。
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、ITHDグループ（ITHDおよびグループ会社）が現在入手し
ている情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものでは
あ 実際 業績等 様 な きく な 能性があ すありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・各四半期会計期間（3カ月）の数値は累計期間の差引により算出しています。


